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は
じ
め
に

趙
翼
（
一
七
二
七
―
一
八
一
四
）、
字
は
雲
松
、
号
は
甌
北
︒
文
学
史
に
お
い
て
は
、
常
に
袁
枚
（
一
七
一
六
―
一
七
九
八
）
と
並
び

称
さ
れ
、
清
代
の
「
性
霊
派
」
を
代
表
す
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ま
で
の
研
究
も
、
袁
枚
と
趙
翼
の
並
称
と
い
う
事
実
に

関
す
る
考
証
を
主
と
し
て
行
っ
て
き
た
も
の
で
、
そ
の
並
称
を
支
え
た
文
学
史
的
基
盤
、
即
ち
両
者
が
い
か
に
互
い
の
創
作
を
促
進
し
、

い
か
に
影
響
を
周
辺
に
及
ぼ
し
た
の
か
と
い
う
具
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た（

１
）︒

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
性
霊
派
や
清
代
詩
歌
史
の
著
作
に
お
い
て
、
趙
翼
を
論
じ
る
際
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
た
「
開

生
面
（
生
面
を
開
く
）」
と
い
う
一
語
に
注
目
し
た
い
︒
例
え
ば
、
王
英
志
『
性
霊
派
研
究
』
に
は
、「
生
面
を
果
然
と
し
て
一
代
に
開

き
、
古
人
元
よ
り
千
秋
を
占
め
ず
と
い
う
の
は
、
袁
枚
が
趙
翼
の
詩
集
に
み
ら
れ
る
独
特
の
文
学
精
神
に
対
し
て
感
嘆
を
禁
じ
得
な
か
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
あ
る（

２
）︒
ま
た
朱
則
傑
『
清
詩
史
』
に
も
、「
趙
翼
の
詩
は
性
霊
を
表
し
、
自
由
で
独
創
的
で
あ
る
︒
こ
の
よ

う
な
文
学
精
神
は
袁
枚
と
一
致
し
、
彼
自
身
の
詩
説
に
も
通
じ
て
い
る
︒
こ
の
点
こ
そ
、
ま
さ
に
袁
枚
が
生
面
を
果
然
と
し
て
一
代
に

開
き
、
古
人
元
よ
り
千
秋
を
占
め
ず
と
述
べ
た
通
り
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る（

３
）︒
つ
ま
り
、「
生
面
果
然
開
一
代
（
生
面
を
果
然
と
し

て
一
代
に
開
く
）」
と
い
う
一
句
は
、
趙
翼
の
作
品
が
独
創
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
表
現
と
し
て
解
釈
さ
れ
、
そ
の
「
性
霊
説
」
を
体
現

す
る
文
学
精
神
を
示
す
語
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
︒

こ
の
一
句
の
出
所
を
求
め
る
と
、
そ
れ
は
乾
隆
四
十
四
年
（
一
七
七
九
）
に
、
趙
翼
と
袁
枚
が
初
め
て
会
面
し
た
際
、
袁
枚
が
趙
翼
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の
新
刊
『
甌
北
集
』
二
十
四
巻
に
題
し
た
詩
「
謝
趙
耘
菘
観
察
見
訪
湖
上
兼
題
其
所
著
甌
北
集
二
首
」
其
二
（『
小
倉
山
房
詩
集
』
巻
二

十
六
、『
袁
枚
全
集
新
編
』
所
収
、
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
に
見
出
さ
れ
る
︒
そ
の
時
、
袁
枚
は
六
十
一
歳
、
趙
翼
は
五
十

三
歳
で
あ
っ
た
︒
さ
ら
に
、
両
者
の
こ
れ
ま
で
の
経
歴
を
比
較
す
る
と
、
袁
枚
は
、
乾
隆
三
年
（
一
七
三
八
）
に
進
士
及
第
し
、
庶
吉

士
に
抜
擢
さ
れ
、
乾
隆
七
年
（
一
七
四
二
）
に
卒
業
試
験
の
満
州
語
科
に
不
合
格
と
な
り
、
江
蘇
省
溧
水
県
知
県
に
任
ぜ
ら
れ
、
乾
隆

十
三
年
（
一
七
四
八
）
に
退
官
し
て
南
京
に
随
園
を
構
え
、
以
後
、
在
野
の
郷
紳
か
つ
詩
人
と
し
て
活
躍
し
た
︒
こ
れ
に
対
し
て
、
趙

翼
は
、
乾
隆
二
十
六
年
（
一
七
六
一
）
に
進
士
及
第
し
、
庶
吉
士
に
抜
擢
さ
れ
、
乾
隆
三
十
一
年
（
一
七
六
六
）
に
広
西
省
鎮
安
府
知

府
に
任
じ
ら
れ
、
そ
の
後
、
乾
隆
三
十
八
年
（
一
七
七
三
）
に
「
乞
養
」（
親
孝
行
の
た
め
の
一
時
的
な
退
官
）
を
申
請
し
て
故
郷
の
常

州
に
戻
る
︒
こ
の
時
す
で
に
、
彼
は
江
南
地
域
を
二
十
年
以
上
離
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る（

４
）︒
こ
の
対
比
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
袁
枚

は
、
科
挙
社
会
に
お
い
て
も
江
南
詩
壇
に
お
い
て
も
、
趙
翼
よ
り
二
十
年
以
上
早
く
、
か
つ
長
く
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
そ

れ
が
た
め
に
、「
生
面
を
果
然
と
し
て
一
代
に
開
く
」
と
い
う
一
句
は
、
単
な
る
文
学
的
賛
辞
で
は
な
く
、
袁
枚
に
よ
る
趙
翼
及
び
そ
の

作
品
の
現
実
的
な
位
置
づ
け
を
含
意
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

一
方
、
こ
の
一
句
の
中
核
を
な
す
「
生
面
を
開
く
」
と
い
う
一
語
は
、
す
で
に
乾
隆
三
十
一
年
（
一
七
六
六
）、
趙
翼
自
作
「
奉
命
出

守
鎮
安
歳
杪
出
都
便
道
帰
省
途
次
紀
恩
感
遇
之
作
十
二
首
」
其
八
（『
甌
北
集
』
巻
十
三
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
に
見
ら

れ
る
︒
広
西
鎮
安
府
赴
任
時
の
同
詩
で
、
趙
翼
は
「
天
教
詩
境
開
生
面
、
人
少
題
篇
在
上
頭
（
天
詩
境
を
し
て
生
面
を
開
か
し
め
、
人

題
篇
上
頭
に
在
る
少
な
し
）」
と
詠
じ
、
こ
れ
ま
で
描
か
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
広
西
の
風
土
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
意
識
を
示
し
て

い
る
と
解
釈
さ
れ
る
︒
こ
れ
ら
の
連
作
は
、
趙
翼
が
人
生
の
転
機
に
詠
ん
だ
力
作
と
し
て
、
現
行
の
『
甌
北
集
』
五
十
三
巻
本
に
お
い

て
、
巻
十
三
の
冒
頭
に
配
列
さ
れ
て
い
る
︒『
甌
北
集
』
は
年
代
順
に
編
纂
さ
れ
た
詩
集
で
あ
る
た
め
、
袁
枚
が
読
ん
だ
二
十
四
巻
本
に

お
い
て
も
、
同
様
の
位
置
に
収
め
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
︒
袁
枚
に
看
過
し
が
た
い
作
品
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
し
た
が
っ
て
、

袁
枚
の
「
生
面
を
開
く
」
に
は
、
趙
翼
の
用
例
を
知
っ
た
も
の
の
、
趙
翼
を
「
性
霊
派
」
詩
人
と
し
て
位
置
づ
け
た
と
い
う
異
な
る
解

釈
が
見
ら
れ
る
︒
本
論
は
、「
生
面
を
開
く
」
に
関
す
る
資
料
の
読
解
を
通
じ
、
同
語
を
め
ぐ
る
趙
翼
と
袁
枚
の
解
釈
の
異
同
を
明
ら
か

に
し
、
趙
翼
を
取
り
巻
く
創
作
の
場
が
い
か
に
変
換
し
た
か
、
さ
ら
に
文
学
史
的
視
座
か
ら
「
性
霊
派
」
が
い
か
に
成
立
し
た
か
と
い

う
問
題
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
︒

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
四
号
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一
、「
生
面
を
開
く
」
と
い
う
一
語
の
解
釈
に
つ
い
て

ま
ず
、「
生
面
を
開
く
」
と
い
う
一
語
に
つ
い
て
、
そ
の
語
源
と
明
清
時
代
に
お
け
る
用
例
を
俯
瞰
し
た
い
︒
こ
の
語
の
語
源
は
、
杜

甫
の
名
作
「
丹
青
引
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
十
三
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
に
あ
り
、「
凌
煙
功
臣
少
顏
色
、
将
軍
下
筆
開
生
面
（
凌

煙
の
功
臣
顏
色
少
な
し
、
将
軍
筆
を
下
し
て
生
面
を
開
く
）」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
二
句
の
意
義
に
つ
い
て
、
宋
代
の
趙
次
公
注

で
は
、「
凌
煙
画
像
顏
色
已
暗
、
而
曹
将
軍
重
為
之
画
︒
故
云
開
生
面
（
凌
煙
の
画
像
、
顔
色
已
に
暗
く
、
而
う
し
て
曹
将
軍
重
ね
て
之

の
為
に
画
く
︒
故
に
生
面
を
開
く
と
云
う（

５
））」
と
解
釈
さ
れ
た
よ
う
に
、
古
い
画
像
を
改
め
て
彩
を
施
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
︒
明
の

唐
汝
詢
『
唐
詩
解
』
や
清
の
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』
な
ど
の
注
釈
書
も
、
同
様
の
解
釈
を
取
っ
て
い
る
︒
特
に
、
明
の
「
公
安
派
」
の

袁
中
道
に
は
、「
題
碑
猶
未
燥
、
種
柳
已
成
行
︒
山
水
開
生
面
、
亭
台
宿
異
香
（
碑
に
題
し
猶
ほ
未
だ
燥
か
ず
、
柳
を
種
え
已
に
行
と
成

る
︒
山
水
に
生
面
を
開
き
、
亭
台
に
異
香
を
宿
す
）」（『
珂
雪
斎
前
集
』
巻
七
、
偉
文
図
書
出
版
社
、
一
九
七
六
年
）
と
い
う
用
例
が
見

ら
れ
る
︒
こ
れ
は
、
碑
文
や
柳
が
山
水
を
彩
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
︒「
公
安
派
」
は
、
清
代
の
「
性
霊
派
」
の
先
蹤
と
さ
れ
る

が
、
彼
ら
も
ま
た
「
生
面
を
開
く
」
と
い
う
一
語
を
杜
甫
詩
の
解
釈
と
し
て
用
い
て
い
た
︒

次
に
、
順
治
九
年
（
一
六
五
二
）
刊
行
の
銭
謙
益
（
一
五
八
二
―
一
六
六
四
）『
列
朝
詩
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
に
、「
西

涯
一
派
、
煥
然
復
開
生
面
（
西
涯
一
派
、
煥
然
と
し
て
復
た
生
面
を
開
く
）」（
丙
集
「
李
少
師
東
陽
」）
と
い
う
用
例
が
見
ら
れ
る
︒
そ

の
背
景
に
は
、
李
夢
陽
が
模
倣
を
方
法
論
と
す
る
「
格
調
説
」
を
提
唱
し
、
い
わ
ゆ
る
「
茶
陵
派
」
の
長
と
し
て
詩
壇
を
君
臨
し
、
西

涯
を
号
と
し
た
李
東
陽
を
排
撃
し
た
結
果
、
李
東
陽
を
尊
ぶ
詩
人
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
、

程
嘉
燧
は
、
李
東
陽
の
作
品
を
再
解
釈
し
、
そ
の
真
面
目
を
指
摘
し
た
︒
す
る
と
、
こ
の
用
例
も
、
李
東
陽
の
詩
歌
に
彩
を
施
し
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
︒
と
こ
ろ
が
、
先
の
引
用
文
の
後
に
は
、
李
東
陽
詩
の
真
面
目
に
つ
い
て
「
其
詩
有
少
陵
、
有
随
州
、
香
山
、
有

眉
山
、
道
園
、
而
其
為
西
涯
者
自
在
（
其
の
詩
に
少
陵
有
り
、
随
州
、
香
山
有
り
、
眉
山
、
道
園
有
り
、
而
る
に
其
れ
西
涯
た
る
者
自

ら
在
り
）」（
同
前
）
と
い
う
論
述
が
見
ら
れ
る
︒
李
東
陽
の
作
品
に
は
、
杜
甫
や
劉
長
卿
た
ち
に
似
て
い
る
作
風
も
あ
っ
た
が
、
同
時

に
彼
自
身
の
独
自
性
も
あ
っ
た
︒
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
作
品
に
は
、
作
者
の
個
性
が
表
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
、
銭
謙
益

は
、「
模
倣
論
」
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
、「
生
面
を
開
く
」
と
い
う
一
語
に
、
特
定
の
方
向
性
を
付
与
し
た
︒

文
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史
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こ
れ
以
降
、
詩
歌
批
評
の
中
に
は
、
銭
謙
益
の
解
釈
を
踏
ま
え
た
用
例
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
康
熙
四
十
一
年
（
一
七

〇
二
）
成
立
の
朱
彝
尊
（
一
六
二
九
―
一
七
〇
九
）『
明
詩
綜
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
巻
十
二
「
李
曅
」
に
は
、
李
曅
の
作
詩

に
つ
い
て
、「
有
草
閣
集
︒
草
閣
得
詩
法
於
李
季
和
（
筆
者
注
、
李
孝
光
）︒
然
季
和
猶
為
廉
夫
（
筆
者
注
、
楊
維
楨
）
薰
染
、
草
閣
歌

行
則
一
気
孤
行
、
独
開
生
面
（
草
閣
集
有
り
︒
草
閣
は
詩
法
を
李
季
和
よ
り
得
︒
然
る
に
季
和
猶
ほ
廉
夫
に
薰
染
せ
ら
れ
、
草
閣
歌
行

な
ら
ば
則
ち
一
気
に
し
て
孤
行
し
、
独
り
生
面
を
開
く
）」、
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
︒
楊
維
楨
は
「
鉄
雅
体
」
楽
府
・
歌
行
で
名
高
か
っ

た
が
、
こ
こ
で
李
曅
の
歌
行
は
こ
れ
を
踏
襲
せ
ず
、
自
ら
の
個
性
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
︒

乾
隆
時
期
に
な
る
と
、
厲
鶚
（
一
六
九
二
―
一
七
五
二
）
は
、
そ
の
「
査
蓮
坡
蔗
塘
未
定
稿
序
」（『
樊
榭
山
房
集
』「
文
集
」
巻
三
、

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
に
お
い
て
、
当
代
の
無
学
な
詩
人
に
対
し
て
、「
或
襲
一
二
鉅
公
之
遺
貌
而
未
開
生
面
（
或
ひ
と
一

二
の
鉅
公
の
遺
貌
を
襲
ひ
而
る
に
未
だ
生
面
を
開
か
ず
）」
と
非
難
し
た
︒
大
作
家
を
踏
襲
す
る
だ
け
で
は
、「
生
面
を
開
」
く
こ
と
が

で
き
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒
厲
鶚
自
身
は
、
乾
隆
元
年
（
一
七
三
六
）
の
博
学
鴻
詞
科
に
応
ぜ
ず
、
在
野
で
終
身
し
た
︒
彼
は
朱

彝
尊
の
後
を
受
け
、「
浙
派
」
を
代
表
す
る
詩
人
の
一
人
と
数
え
ら
れ
て
い
る（

６
）︒
ま
た
序
文
に
見
え
る
査
蓮
坡
は
、
天
津
で
水
西
荘
を
構

え
た
査
為
仁
を
指
す
︒
彼
は
郷
紳
で
あ
り
蔵
書
家
・
詩
人
で
も
あ
り
、
財
力
に
よ
っ
て
文
士
た
ち
の
活
動
を
支
援
し
、
清
代
北
方
の
「
性

霊
説
」
と
い
う
文
学
精
神
を
持
つ
詩
人
と
評
価
さ
れ
て
い
る（

７
）︒

朱
彝
尊
ら
に
対
し
て
、
模
倣
を
方
法
論
と
し
た
「
格
調
説
」
を
唱
え
た
沈
徳
潜
（
一
六
七
三
―
一
七
六
九
）
は
、
乾
隆
二
十
六
年
（
一

七
六
一
）
に
帝
の
勅
命
に
よ
っ
て
修
訂
さ
れ
た
『
清
詩
別
裁
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
巻
二
十
四
「
黄
之
雋
」
の
中
で
、

「
𢈪
堂
学
殖
富
有
、
而
心
思
才
力
又
足
以
驅
策
之
、
故
能
自
開
生
面
、
仍
復
不
失
正
軌
（
𢈪
堂
学
殖
富
有
な
り
、
而
う
し
て
心
思
と
才
力

又
た
以
て
之
を
駆
策
す
る
に
足
り
、
故
に
能
く
自
ら
生
面
を
開
き
、
仍
復
た
正
軌
を
失
は
ず
）」、
と
論
じ
て
い
る
︒
こ
こ
で
沈
徳
潜
は

個
性
の
表
現
と
古
典
の
法
則
が
必
ず
し
も
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
︒
黄
之
雋
は
、
乾
隆
元
年
（
一
七
三

六
）
の
博
学
鴻
詞
科
推
薦
受
験
者
の
一
人
で
、
朱
子
学
に
通
じ
つ
つ
、
杜
甫
の
詩
句
を
利
用
し
艶
詩
集
『
香
屑
集
』
を
編
ん
だ
︒
沈
徳

潜
は
、
折
衷
的
な
立
場
か
ら
「
生
面
を
開
く
」
と
い
う
一
語
を
用
い
て
い
る
︒
ま
た
袁
枚
と
趙
翼
と
並
称
さ
れ
る
蒋
士
銓
（
一
七
二
五

―
一
七
八
五
）
は
、
乾
隆
二
十
七
（
一
七
六
二
）
に
師
で
あ
る
金
徳
瑛
が
彼
の
た
め
に
作
っ
た
「
忠
雅
堂
集
序
文
」（
邵
海
清
・
李
夢
生

『
忠
雅
堂
集
校
箋
』
附
録
「
序
跋
」、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
に
お
い
て
、「
所
言
皆
発
諸
性
分
、
而
用
古
人
法
律
、
不
務
剿
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襲
雷
同
、
錚
然
別
開
生
面
（
言
ふ
所
は
皆
諸
に
性
分
よ
り
発
し
、
而
う
し
て
古
人
の
法
律
を
用
ひ
、
剿
襲
雷
同
を
務
め
ず
、
錚
然
と
し

て
別
に
生
面
を
開
く
）」、
と
評
さ
れ
て
い
る
︒
こ
こ
で
金
徳
瑛
は
、
蒋
士
銓
が
古
典
に
則
り
つ
つ
も
自
ら
の
個
性
を
表
現
し
て
い
る
と

表
彰
し
て
い
る
︒
金
徳
瑛
自
身
は
、
乾
隆
元
年
に
状
元
及
第
し
、
官
僚
と
し
て
の
面
影
が
濃
い
文
人
で
あ
っ
た
が
、
踏
襲
の
弊
を
批
判

し
つ
つ
、
古
典
規
則
の
遵
守
と
個
性
の
表
現
と
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
折
衷
的
な
立
場
を
取
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
︒

以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
乾
隆
時
期
に
至
る
と
、「
生
面
を
開
く
」
と
い
う
一
語
は
、
個
性
を
表
現
し
た
と
い
う
解
釈

で
、
詩
人
た
ち
に
肯
定
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
︒
す
る
と
、
こ
の
語
は
、
必
ず
し
も
「
性
霊
派
」
特
有
の
表
現
で
は
な
く
、
さ
ら

に
語
り
手
の
身
分
や
立
場
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な
意
味
合
い
も
変
わ
る
こ
と
が
読
み
取
ら
れ
る
︒
そ
れ
を
換
言
す
れ
ば
、
趙
翼
の
「
生

面
を
開
く
」
と
い
う
一
語
に
つ
い
て
も
、
用
例
ご
と
に
そ
の
意
味
と
背
景
を
、
詳
細
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

二
、
趙
翼
の
「
生
面
を
開
く
」
と
そ
の
系
譜
に
つ
い
て

さ
て
、
趙
翼
の
「
奉
命
出
守
鎮
安
歳
杪
出
都
便
道
帰
省
途
次
紀
恩
感
遇
之
作
十
二
首
」
其
八
を
読
解
し
て
み
よ
︒

株
守
頻
年
想
壮
遊
　
従
今
景
物
豁
吟
眸
　
　
株
守
　
頻
年
　
壮
遊
を
想
ひ
、
今
よ
り
　
景
物
　
吟
眸
を
豁
け
し
む
︒

天
教
詩
境
開
生
面
　
人
少
題
篇
在
上
頭
　
　
天
　
詩
境
を
し
て
生
面
を
開
か
し
め
、
人
　
題
篇
　
上
頭
に
在
る
こ
と
少
な
し
︒

風
雪
満
天
鏖
両
鬢
　
江
山
万
里
入
孤
舟
　
　
風
雪
　
天
に
満
ち
て
　
両
鬢
に
鏖
し
く
、
江
山
　
万
里
　
孤
舟
に
入
る
︒

平
生
曽
詡
登
高
賦
　
可
有
驚
人
好
句
留
　
　
平
生
曽
て
登
高
し
て
賦
す
る
を
詡
り
、
人
を
驚
か
す
好
句
を
留
む
る
有
る
べ
け
ん
や
︒

乾
隆
三
十
一
年
、
翰
林
院
編
修
で
あ
っ
た
趙
翼
は
、
広
西
省
鎮
安
府
知
府
に
昇
進
し
た
︒
乾
隆
十
四
年
以
降
、
十
八
年
間
過
ご
し
た

北
京
で
の
生
活
を
終
え
、
清
王
朝
西
南
部
の
鎮
安
府
へ
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
赴
任
に
先
立
ち
、
彼
は
ま
ず
故
郷
の
常
州
に
戻
り
、

母
を
住
ま
わ
せ
、
長
男
の
骸
骨
を
葬
っ
た
︒
こ
こ
で
の
十
二
首
の
連
作
は
、
常
州
に
向
か
う
途
中
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
前
掲
の

第
八
首
で
は
、
趙
翼
が
今
後
の
広
西
で
の
作
詩
の
展
望
を
示
し
て
い
る
︒

第
一
句
目
の
「
壮
遊
」
は
、
杜
甫
の
「
壮
遊
」
詩
を
出
典
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒「
壮
遊
」
で
は
、
杜
甫
が
少
年
期
に
す
で
に
詩

才
に
富
ん
で
お
り
、
呉
越
地
方
を
旅
し
て
そ
の
景
色
を
遍
歴
し
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
︒「
王
謝
風
流
遠
、
闔
盧
丘
墓
荒
︒
剣
池
石
壁
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仄
、
長
洲
荷
芰
香
（
王
謝
風
流
遠
く
、
闔
盧
丘
墓
荒
る
︒
剣
池
は
石
壁
仄
き
、
長
洲
は
荷
芰
香
し
）」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
十
六
）
と
詠
じ

た
よ
う
に
、
旅
先
の
景
色
を
詳
し
く
描
い
て
い
る
︒
趙
翼
は
杜
甫
に
習
い
、
広
西
省
の
景
色
を
詠
じ
よ
う
と
し
た
雄
心
が
見
ら
れ
る
︒

第
三
句
目
の
「
詩
境
」
と
い
う
語
彙
に
つ
い
て
は
、
白
居
易
の
「
閑
中
得
詩
境
、
此
境
幽
難
説
︒
露
荷
珠
自
傾
、
風
竹
玉
相
戞
（
閑
中

に
詩
境
を
得
、
此
の
境
幽
に
し
て
説
き
難
し
︒
露
荷
珠
自
ら
傾
き
、
風
竹
玉
相
ひ
戞
す
）」（「
秋
池
二
首
」
其
二
、
謝
思
煒
『
白
居
易
詩

集
校
注
』
卷
二
十
二
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
と
い
う
詩
句
が
あ
り
、
露
の
珠
と
竹
の
音
が
、
幽
遠
の
「
詩
境
」
を
喚
起
す
る
と

書
か
れ
て
い
る
︒
つ
ま
り
、「
詩
境
」
は
、
詩
を
作
る
心
境
や
詩
情
を
引
き
起
こ
す
雰
囲
気
と
解
釈
で
き
る
︒
同
様
に
、
査
慎
行
の
「
江

豚
忽
掉
尾
、
散
作
鱗
箇
箇
︒
豁
然
闢
詩
境
、
遠
景
開
淡
沲
（
江
豚
忽
ち
掉
尾
し
、
散
り
て
作
す
鱗
箇
箇
た
り
︒
豁
然
と
し
て
詩
境
を
闢

き
、
遠
景
淡
沲
と
し
て
開
く
）」（「
晚
出
荻
港
」、『
敬
業
堂
詩
集
』
巻
一
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
と
い
う
用
例
も
、
江
豚

の
尾
の
動
き
が
詩
情
を
喚
起
す
る
こ
と
と
捉
え
ら
れ
る
︒
査
慎
行
は
、
趙
翼
が
崇
敬
し
た
詩
人
で
あ
る（

８
）︒
よ
っ
て
、
趙
翼
の
「
詩
境
」

と
い
う
表
現
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
結
論
と
し
て
、「
天
詩
境
を
し
て
生
面
を
開
か
し
む
」
と
い
う
一
句
は
、
広
西
の
景
色

が
作
詩
の
心
境
を
引
き
起
こ
す
、
と
解
釈
さ
れ
る
の
が
、
正
確
で
あ
る
︒

当
時
の
詩
人
に
と
っ
て
、
こ
の
解
釈
は
、
誤
解
を
招
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
︒
な
ぜ
な
ら
、
銭
大
昕
が
趙
翼
の
広
西
赴
任
に
際
し
て

贈
っ
た
詩
に
も
、
同
じ
趣
旨
か
つ
同
じ
表
現
が
見
ら
れ
る
︒「
臘
月
衝
寒
去
、
長
途
叱
馭
艱
︒
天
教
詩
境
拓
、
飽
看
粵
西
山
（
臘
月
に
寒

を
衝
き
て
去
り
、
長
途
に
馭
を
叱
り
て
艱な
や

む
︒
天
詩
境
を
し
て
拓
き
、
飽
く
ま
で
粵
西
の
山
を
看
し
む
）」（「
送
趙
雲
松
太
守
出
守
鎮
安

二
首
」
其
一
、『
潜
研
堂
集
』
詩
集
巻
八
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
と
詠
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
趙
翼
が
寒
い
時
期
に
遠
い
任

地
へ
赴
く
と
い
う
困
難
な
旅
路
を
描
く
一
方
で
、
そ
の
旅
が
粤
西
の
山
々
を
十
二
分
に
観
賞
し
、
作
詩
の
心
境
を
喚
起
す
る
契
機
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
︒
銭
大
昕
は
、
乾
隆
十
九
年
（
一
七
五
四
）
に
進
士
及
第
し
、
同
年
、
趙
翼
は
明
通
榜
（
進
士
試
験
の
副
榜
）

に
合
格
し
た
︒
二
人
は
、
科
挙
時
代
に
同
年
で
あ
り
、
そ
の
後
も
相
次
い
で
翰
林
院
に
入
っ
て
同
僚
と
な
っ
た
︒
銭
大
昕
が
趙
翼
へ
の

送
別
詩
を
作
っ
た
時
点
で
、
彼
は
翰
林
院
侍
読
学
士
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
趙
翼
は
翰
林
院
編
修
か
ら
鎮
安
府
知
府
に
抜
擢
さ
れ
た
︒

つ
ま
り
、
両
者
は
翰
林
院
と
い
う
創
作
の
場
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
︒
す
る
と
、
趙
翼
詩
と
銭
大
昕
詩
に
見
ら
れ
る
表
現
上

の
類
似
は
、
一
方
が
他
方
を
模
倣
し
た
結
果
で
は
な
く
、
む
し
ろ
翰
林
院
官
僚
た
ち
が
共
有
す
る
意
識
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

こ
の
点
は
、
翰
林
院
編
修
の
王
文
治
が
雲
南
省
臨
安
府
へ
赴
任
し
た
際
に
、
趙
翼
が
贈
っ
た
「
送
王
夢
楼
侍
読
出
守
臨
安
」（『
甌
北
集
』
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巻
十
）
に
も
裏
付
け
ら
れ
る
︒
こ
の
作
品
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
︒

猓
花
如
女
顏
婭
姹
　
犵
鳥
喚
人
声
格
磔
　
猓
花
　
女
の
如
く
　
顏
は
婭
姹
た
り
、
犵
鳥
　
人
を
喚
び
　
声
は
格
磔
た
り（

９
）︒

自
古
未
曽
有
品
題
　
一
経
剪
裁
逾
奇
僻
　
古
よ
り
未
だ
曽
て
品
題
せ
ら
る
る
有
ら
ず
、
一
た
び
剪
裁
を
経
れ
ば
逾
々
奇
僻
と
す
︒

風
気
将
開
不
自
顕
　
似
天
留
待
詞
人
闢
　
風
気
将
に
開
か
ん
と
し
て
自
ら
顕
は
れ
ず
、
天
詞
人
を
留
待
し
て
闢
か
し
む
る
が
似
し
︒

引
用
さ
れ
た
部
分
で
は
、
第
一
句
の
「
猓
花
」
と
第
二
句
の
「
犵
鳥
」
が
、
異
民
族
が
住
む
地
域
の
動
植
物
に
対
す
る
汎
称
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
︒
そ
の
用
例
は
、
管
見
の
限
り
、
査
慎
行
の
「
蛮
花
非
時
開
、
犵
鳥
乱
格
磔
（
蛮
花
時
に
非
ざ
る
も
開
き
、
犵
鳥
乱

れ
に
格
磔
と
す
）」（「
老
僕
東
帰
寄
慰
徳
尹
兼
示
潤
木
」、『
敬
業
堂
詩
集
』
巻
三
）
が
最
初
の
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
︒
こ
れ
は
、
査

慎
行
が
康
熙
期
の
「
三
藩
の
乱
」
の
期
間
に
、
従
軍
文
人
と
し
て
西
南
部
に
赴
い
て
い
た
際
に
詠
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
し
た
が
っ

て
、「
猓
花
」
や
「
犵
鳥
」
と
い
っ
た
景
物
は
、
趙
翼
に
と
っ
て
清
初
以
来
あ
ま
り
詠
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
題
材
で
あ
っ
た
と
い
え
る
︒

王
文
治
の
作
詩
に
よ
っ
て
、
そ
の
あ
り
か
た
が
次
第
に
示
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
︒
こ
の
送
別
詩
に
は
「
生
面
を
開
く
」
や
「
詩
境
」

な
ど
の
語
は
直
接
に
用
い
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
趣
旨
は
前
述
の
趙
翼
と
銭
大
昕
の
作
品
と
重
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
︒

こ
の
よ
う
な
趣
旨
は
、
翰
林
院
関
係
の
官
僚
た
ち
、
或
い
は
学
者
官
僚
た
ち
の
作
品
に
広
く
見
ら
れ
る
︒
裘
曰
修
（
一
七
一
二
―
一

七
七
三
）
は
、
乾
隆
四
年
（
一
七
三
九
）
に
進
士
及
第
し
、
庶
吉
士
に
抜
擢
さ
れ
、
翰
林
院
編
修
を
経
て
幾
度
も
昇
進
し
南
書
房
（
天

子
の
書
斎
）
行
走
に
命
じ
ら
れ
た
︒
趙
翼
ら
の
先
輩
に
あ
た
る
彼
は
、
乾
隆
八
年
（
一
七
四
三
）
に
広
西
省
柳
州
府
知
府
に
赴
任
す
る

陶
士
僙
を
送
別
す
る
際
、「
江
山
如
此
筆
力
健
、
藉
爾
欲
吐
胸
中
奇
（
江
山
は
此
く
の
如
し
筆
力
も
健
く
、
爾
を
藉
り
て
胸
の
中
の
奇
を

吐
か
ん
と
欲
す
）」（『
裘
文
達
公
集
』
詩
集
巻
七
、『
続
修
四
庫
全
書
』
所
収
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
と
詠
じ
、
柳
州
の

山
水
が
、
陶
士
僙
の
作
詩
の
契
機
と
な
る
こ
と
を
述
べ
た
︒
ま
た
劉
嗣
綰
（
一
七
六
二
―
一
八
二
一
）
は
、
駢
儷
文
作
家
で
、
嘉
慶
十

三
年
（
一
八
〇
八
）
に
進
士
及
第
し
翰
林
院
編
修
と
な
っ
た
︒
彼
は
嘉
慶
十
八
年
（
一
八
一
三
）
に
宋
湘
が
雲
南
省
曲
靖
府
へ
赴
任
す

る
際
、「
君
行
不
独
誇
詩
格
、
蒙
段
山
河
亦
生
色
（
君
が
行
く
独
り
詩
格
を
誇
ら
ず
、
蒙
段
の
山
河
亦
た
色
を
生
ず
）」（『
尚
絅
堂
集
』

詩
集
巻
四
十
六
︒
同
前
）
と
詠
じ
た
︒「
蒙
段
」
は
、
か
つ
て
雲
南
を
支
配
し
た
蒙
一
族
と
段
一
族
を
指
し
、「
色
を
生
ず
」
は
、「
生
面

を
開
く
」
と
同
義
に
解
釈
で
き
る
︒
さ
ら
に
翰
林
院
出
身
の
梁
章
鉅
（
一
七
七
五
―
一
八
四
九
）
は
、
道
光
十
五
年
（
一
八
三
五
）
に

甘
粛
布
政
使
赴
任
の
際
、「
辺
政
藉
練
習
、
詩
境
資
蒼
涼
（
辺
政
を
練
習
に
藉
し
、
詩
境
を
蒼
涼
に
資
く
）」（『
退
庵
詩
存
』
巻
二
十
五
︒
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同
前
）
と
詠
じ
、
荒
涼
な
景
色
が
作
詩
の
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
︒
最
後
に
清
末
の
袁
昶
（
一
八
四
六
―
一
九
〇
〇
）
も
同
様

に
、
主
和
派
の
大
臣
と
し
て
「
庚
子
事
変
」
で
最
期
を
遂
げ
た
彼
が
、
駐
ロ
シ
ア
公
使
の
許
景
澄
へ
の
答
詩
で
、「
智
囊
橫
括
西
紅
海
、

詩
境
雄
開
北
鬱
洲
（
智
囊
橫
た
は
り
て
西
紅
海
を
括
り
、
詩
境
雄
ん
に
北
鬱
洲
に
開
か
る
）」（『
于
湖
小
集
』
巻
一
︒
同
前
）
と
詠
じ

た
︒
こ
こ
で
の
北
鬱
洲
は
、
自
注
に
よ
れ
ば
、
北
鬱
単
越
洲
を
指
し
、
現
在
「
北
俱
盧
洲
」
と
通
称
さ
れ
る
仏
教
に
お
け
る
北
方
の
大

陸
で
あ
る
︒
ロ
シ
ア
の
景
色
が
雄
大
な
詩
情
を
引
き
起
こ
す
と
述
べ
た
︒

し
た
が
っ
て
、「
生
面
を
開
く
」
と
い
う
表
現
に
は
、
中
央
官
僚
た
ち
が
、
遠
隔
地
や
未
知
の
風
景
を
体
験
し
て
作
詩
の
契
機
を
得

る
、
と
い
う
共
通
意
識
が
認
め
ら
れ
る
︒
ゆ
え
に
、
趙
翼
の
「
生
面
を
開
く
」
と
い
う
用
例
も
、
作
詩
に
個
性
を
表
現
し
た
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
と
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

三
、
趙
翼
の
広
西
詩
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て

こ
こ
で
、
趙
翼
の
広
西
詩
の
う
ち
の
一
作
を
取
り
上
げ
、「
生
面
を
開
く
」
と
期
待
さ
れ
た
作
品
は
、
具
体
的
に
い
か
な
る
内
容
を
も

つ
も
の
で
あ
っ
た
か
を
検
討
し
た
い
︒
先
述
の
通
り
、
趙
翼
は
、
乾
隆
三
十
一
年
に
広
西
省
鎮
安
府
知
府
に
任
じ
ら
れ
た
後
、
ま
ず
故

郷
の
常
州
に
帰
省
し
た
︒
翌
年
、
揚
子
江
を
遡
っ
て
浙
江
・
江
西
・
湖
南
を
経
由
し
、
広
西
に
入
っ
た
︒
そ
の
途
次
、
桂
林
府
を
訪
れ

て
名
勝
の
陽
朔
山
を
眺
め
て
こ
の
景
色
を
題
材
と
し
て
七
言
古
詩
「
陽
朔
山
」（『
甌
北
集
』
卷
十
三
）
を
作
っ
た
︒
以
下
、
紙
幅
の
都

合
上
、
同
詩
の
一
部
の
み
を
引
用
す
る
︒（
句
数
番
号
は
筆
者
に
よ
る
）

23
肖
形
想
各
有
名
字
　
24
不
暇
一
一
詢
土
諺
　
　
形
を
肖
り
各
々
名
字
有
り
と
想
ふ
も
、
一
々
に
し
て
土
諺
に
詢
ぬ
る
暇
あ
ら
ず
︒

25
但
覚
無
数
青
螺
螄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
だ
覚
ゆ
る
に
無
数
の
青
螺
螄
、

26
撒
来
倒
挿
江
岸
遍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒
き
来
た
り
て
倒
さ
ま
に
江
岸
に
挿
し
て
遍
く
す
、
と
︒

27
又
疑
機
括
発
地
弩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
た
疑
ふ
ら
く
は
機
括
地
弩
よ
り
発
し
、

28
仰
空
激
射
千
枝
万
枝
箭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
空
を
仰
ぎ
て
千
枝
万
枝
の
箭
を
激
射
す
、
と
︒

29
惜
哉
剣
南
樵
客
井
西
道
人
俱
未
到
　
　
　
　
　
惜
し
き
か
な
　
剣
南
樵
客
と
井
西
道
人
俱
に
未
だ
到
ら
ず
、
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30
誰
写
奇
峭
入
素
絹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰
か
奇
峭
を
写
し
て
素
絹
に
入
る
︒

31
胡
為
世
眼
無
定
準
　
32
憎
者
詆
諆
愛
者
羨
　
　
胡
為
ぞ
世
眼
定
準
無
く
、
憎
む
者
詆
諆
し
愛
す
る
者
羨
む
︒

33
談
不
容
口
楊
侍
郎
　
34
除
官
南
来
詫
栄
選
　
　
談
り
て
口
に
容
れ
ざ
る
は
楊
侍
郎
、
官
に
除
せ
ら
れ
南
に
来
た
り
栄
選
を
詫
る
︒

35
或
言
両
頭
之
蛇
千
仞
翼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
或
ひ
は
　
両
頭
の
蛇
あ
り
千
仞
の
翼
あ
り
、

36
一
銭
不
値
人
所
賎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
銭
に
値
せ
ず
　
人
賎
し
ま
る
る
所
と
言
ふ
︒

37
我
為
平
心
主
公
論
　
38
銖
両
默
較
厳
最
殿
　
　
我
為
に
平
心
に
し
て
　
公
論
を
主
じ
、
銖
両
を
默
較
し
厳
し
く
最
殿
す
︒

39
蘊
藉
殊
少
雅
人
致
　
40
刻
削
亦
類
高
士
狷
　
　
蘊
藉
　
殊
に
雅
人
の
致
に
少
な
く
、　
刻
削
　
亦
た
高
士
の
狷
に
類
す
︒

41
石
不
能
言
応
點
頭
　
42
真
面
匡
盧
乃
全
現
　
　
石
言
ふ
こ
と
能
は
ず
　
応
に
点
頭
す
べ
く
、
真
面
　
匡
盧
乃
ち
全
て
現
は
る
︒

第
１
句
か
ら
第
22
句
ま
で
の
、
赴
任
経
緯
及
び
陽
朔
の
山
々
に
対
す
る
個
別
描
写
は
省
略
す
る
︒
引
用
部
分
で
は
、
タ
ニ
シ
、
ま
た

は
矢
の
よ
う
に
、
空
へ
向
か
っ
て
鋭
く
聳
え
る
群
峰
の
全
体
的
な
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
︒
第
29
句
の
「
剣
南
樵
客
」
は
、
北
宋
の
画

家
趙
昌
を
指
す
︒
彼
は
花
卉
画
に
長
じ
、
蘇
軾
が
「
趙
昌
四
季
・
躑
躅
」（『
蘇
軾
詩
集
』
巻
四
十
四
、
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）
に
、

「
開
巻
便
知
帰
路
近
、
剣
南
樵
客
為
施
丹
（
巻
を
開
け
ば
便
ち
帰
路
の
近
き
を
知
り
、
剣
南
樵
客
為
に
丹
を
施
す
）」
と
詠
じ
た
よ
う
に
、

楚
山
の
岩
間
に
咲
く
躑
躅
（
筆
者
注
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
）
を
描
き
、
蘇
軾
に
四
川
へ
の
郷
愁
を
喚
起
さ
せ
た
︒
し
か
し
、
趙
昌
は
陽
朔
の

山
を
描
く
機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、
蘇
軾
も
こ
れ
を
題
詠
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
同
句
の
「
井
西
道
人
」
は
元
の
画
家
黄
公
望
の
号

で
あ
る
︒
こ
の
号
を
詩
語
と
し
て
初
め
て
用
い
た
の
は
、
管
見
の
限
り
、
査
慎
行
の
「
井
西
道
人
画
不
得
（
井
西
道
人
画
く
も
得
ず
）」

と
い
う
表
現
で
あ
る（

（1
（

︒
ま
た
査
慎
行
は
、
五
言
古
詩
「
陽
朔
郡
」（『
敬
業
堂
詩
集
』
巻
四
十
八
）
に
、「
不
作
一
銭
値
、
斯
言
毋
已
太
︒

聖
朝
懐
遠
人
、
吏
職
視
殿
最
（
一
銭
の
値
も
作
ら
ず
、
斯
の
言
已
に
太
だ
し
か
ら
ざ
ら
ん
や
︒
聖
朝
遠
人
を
懐
き
、
吏
職
殿
最
を
視
る
）」

と
詠
じ
、
か
つ
て
流
謫
地
と
さ
れ
た
陽
朔
が
今
や
朝
廷
の
関
心
を
受
け
、
長
官
の
政
績
が
積
極
的
に
評
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
讃
え
た
︒
し
か
し
、
査
慎
行
も
陽
朔
の
景
観
そ
の
も
の
を
題
材
と
し
て
描
く
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
趙
翼
が
蘇
軾
と
査
慎
行
に
挑
も
う

と
し
た
意
欲
は
、
こ
の
陽
朔
山
の
光
景
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
た
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
こ
と
は
、
趙
翼
「
陽
朔
山
」
に
お
け

る
両
者
へ
の
明
確
な
意
識
に
も
裏
付
け
ら
れ
る
︒
第
33
・
第
34
句
の
「
楊
侍
郎
」
に
つ
い
て
は
、『
北
夢
瑣
言
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
一
年
）
巻
五
に
、
州
県
官
の
楊
蘧
が
か
つ
て
広
西
の
陽
朔
・
荔
浦
を
訪
れ
、
帰
朝
後
、
侍
郎
の
王
賛
に
そ
の
美
景
を
絶
賛
し
、
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赴
任
を
望
ん
だ
と
い
う
逸
話
が
見
え
る
︒
趙
翼
が
州
県
官
の
楊
蘧
を
誤
っ
て
楊
侍
郎
と
し
た
の
は
、
彼
が
査
慎
行
の
「
題
費
暁
城
同
年

牧
牛
図
」
自
注
に
引
用
さ
れ
た
『
北
夢
瑣
言
』
の
断
片
的
な
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
だ
た
め
だ
と
思
わ
れ
る（

（1
（

︒
こ
れ
に
続
く
第
34
・
第
35
句

は
、
蘇
軾
「
次
韻
和
王
鞏
六
首
」
其
一
の
「
君
談
陽
朔
山
、
不
作
一
銭
直
︒
岩
蔵
両
頭
虺
、
瘴
落
千
仞
翼
（
君
陽
朔
の
山
を
談
る
に
、

一
銭
の
直
も
作
ら
ず
︒
岩
に
両
頭
の
虺
を
蔵
し
、
瘴
千
仞
の
翼
を
落
と
す
、
と
）」（『
蘇
軾
詩
集
』
巻
二
十
七
）
を
引
用
し
て
い
る
︒
す

る
と
、
第
37
句
以
降
で
は
、
趙
翼
が
蘇
軾
と
査
慎
行
の
賛
否
を
踏
ま
え
、
自
分
の
見
解
を
示
し
定
説
を
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
点
が
注

目
さ
れ
る
︒
第
38
句
「
厳
し
く
最
殿
す
」
は
、
厳
格
に
順
位
を
定
め
る
意
味
で
、
査
慎
行
の
「
吏
職
殿
最
を
視
る
」
の
「
殿
最
」
を
押

韻
の
為
に
倒
置
し
た
も
の
で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
、
趙
翼
は
蘇
軾
と
査
慎
行
を
超
え
て
、
陽
朔
の
山
の
あ
り
か
た
を
改
め
て
描
い
た
︒
こ

れ
は
、
趙
翼
に
と
っ
て
、
新
た
な
「
詩
境
」
で
あ
っ
た
︒

ま
た
「
樹
海
歌
」（『
甌
北
集
』
巻
十
三
）
に
は
、
広
西
省
と
雲
南
省
の
境
界
に
位
置
す
る
下
雷
州
の
原
生
林
に
つ
い
て
、「
我
行
万
里

半
天
下
、
中
原
尺
土
皆
耕
稼
︒
到
此
奇
観
得
未
曽
、
楡
塞
鄧
林
詎
足
亜
（
我
万
里
を
行
き
て
天
下
に
半
し
、
中
原
尺
土
も
皆
耕
稼
せ
ら

る
︒
此
に
到
り
奇
観
未
だ
曽
て
得
ず
、
楡
塞
鄧
林
詎
に
亜
ぐ
に
足
ら
ん
や
）」
と
書
か
れ
て
い
る
︒
こ
こ
で
は
、
す
で
に
開
発
の
進
ん
だ

中
原
の
土
地
に
対
し
て
、
下
雷
州
の
原
生
林
が
、
伝
説
上
の
楡
塞
や
鄧
林
に
も
劣
ら
ぬ
ほ
ど
存
在
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
︒
こ
の
四

句
は
、
蘇
軾
の
「
身
行
万
里
半
天
下
（
身
万
里
を
行
き
て
天
下
に
半
す
）」（「
亀
山
」、『
蘇
軾
詩
集
』
巻
十
八
）
及
び
査
慎
行
の
「
聳
身

側
足
狂
叫
絶
、
生
平
奇
境
得
未
嘗
︒
三
湘
七
沢
旧
雖
到
、
却
溯
洲
渚
搴
孤
芳
（
身
を
聳
て
足
を
側
め
狂
く
叫
絶
し
、
生
平
奇
境
未
だ
嘗

て
得
ず
︒
三
湘
七
沢
旧
到
る
と
雖
も
、
却
つ
て
洲
渚
を
溯
り
孤
芳
を
搴
る
）」（「
漢
瞻
自
洞
庭
先
帰
詩
以
志
別
即
次
見
贈
旧
韻
」、『
敬
業

堂
詩
集
』
巻
四
十
八
）
と
い
う
両
者
の
表
現
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
︒
査
慎
行
の
詩
は
、
康
熙
二
十
九
年
（
一
六
九
〇
）
に
、

彼
が
蘇
州
の
洞
庭
山
に
設
け
ら
れ
た
『
清
一
統
志
』
編
纂
局
に
勤
務
し
て
い
た
際
、
同
僚
の
張
雲
章
の
離
任
を
送
っ
た
作
品
で
あ
る
︒

そ
こ
で
は
、
蘇
州
の
太
湖
を
、
か
つ
て
従
軍
の
た
め
に
訪
れ
た
湖
南
省
の
水
系
に
対
比
し
て
詠
じ
て
い
る
︒
こ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
、

趙
翼
が
西
南
部
の
原
生
林
を
、
中
原
の
農
耕
地
に
対
比
し
て
描
い
た
︒
こ
の
よ
う
に
、
趙
翼
は
、
広
西
の
景
色
を
媒
介
と
し
て
、
自
ら

を
蘇
軾
と
査
慎
行
の
後
継
者
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
︒
す
な
わ
ち
、
彼
は
両
者
が
描
き
尽
く
す
こ
と
の
な
か
っ
た
未
開
の
風
土
を
題

材
と
し
、
そ
れ
を
切
り
拓
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
︒

趙
翼
の
広
西
詩
は
、
独
特
の
題
材
を
備
え
た
作
品
群
と
し
て
、
当
時
の
中
央
官
僚
た
ち
の
間
で
吟
味
さ
れ
て
い
た
︒
そ
の
具
体
的
な
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例
と
し
て
、
乾
隆
四
十
二
年
（
一
七
七
七
）
に
蒋
士
銓
が
、
趙
翼
の
編
修
を
終
え
な
が
ら
も
未
刊
で
あ
っ
た
『
甌
北
集
』
二
十
二
巻
本

に
寄
せ
た
序
文
（
蒋
士
銓
「
甌
北
集
序
」、『
甌
北
集
』
附
録
三
「
序
跋
」）
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

 
　
吾
友
趙
甌
北
観
察
自
黔
中
解
官
帰
、
閑
居
奉
母
︒
以
其
暇
裒
輯
生
平
所
為
詩
約
二
千
首
、
将
付
梓
、
郵
寄
示
余
、
属
為
其
序
︒

嗚
呼
︒
君
可
伝
者
不
止
此
、
而
天
下
後
世
苟
咨
其
言
尚
論
、
舎
是
亦
無
以
相
見
︒
︙
（
中
略
）
︙
然
君
詩
則
自
出
都
後
益
工
︒
蓋

天
才
踔
厲
、
其
所
固
然
︒
而
又
得
江
山
戎
馬
之
助
、
以
発
抒
其
奇
︒
當
夫
乘
軺
問
俗
、
停
鞭
覧
古
、
興
酣
落
筆
、
百
怪
奔
集
、
故

雄
麗
奇
恣
、
不
可
逼
視
︒
雖
欲
不
伝
、
不
得
也
︒（
吾
が
友
趙
甌
北
観
察
黔
中
よ
り
官
を
解
き
て
帰
り
、
閑
居
し
て
母
を
奉
ず
︒
其

の
暇
を
以
て
生
平
為
る
所
の
詩
を
裒
輯
し
、
約
二
千
首
あ
り
、
将
に
梓
に
付
せ
ん
と
し
、
郵
寄
し
余
に
示
し
、
属
し
其
の
序
を
為

ら
し
む
︒
あ
あ
︒
君
伝
ふ
べ
き
者
此
に
止
ま
ら
ず
、
而
う
し
て
天
下
後
世
苟
も
其
の
言
を
咨
ね
て
尚
論
せ
ば
、
是
れ
を
舎
て
て
亦

た
以
て
相
見
る
無
し
︒
︙
（
中
略
）
︙
然
れ
ど
も
君
の
詩
則
ち
都
を
出
づ
る
後
よ
り
益
々
工
な
り
︒
蓋
し
天
才
踔
厲
、
其
れ
固
よ

り
然
る
所
な
り
︒
而
う
し
て
又
た
江
山
戎
馬
の
助
け
を
得
、
以
て
其
の
奇
を
発
抒
す
︒
夫
れ
軺
を
乗
り
俗
を
問
ひ
、
鞭
を
停
め
て

古
を
覧
る
に
当
た
り
、
興
酣
に
し
て
筆
落
ち
、
百
怪
奔
集
す
︒
故
に
雄
麗
奇
恣
、
逼
視
す
べ
か
ら
ず
︒
伝
は
ら
ざ
ら
ん
と
欲
す
と

雖
も
、
得
ざ
る
な
り
︒）

こ
こ
で
引
用
さ
れ
た
部
分
に
は
、
趙
翼
の
出
仕
の
履
歴
は
省
略
す
る
︒
蒋
士
銓
は
、
乾
隆
十
九
年
に
趙
翼
と
と
も
に
明
通
榜
に
合
格

し
て
内
閣
中
書
に
任
じ
ら
れ
、
そ
の
後
も
相
次
い
で
翰
林
院
に
選
抜
さ
れ
た
︒「
大
集
之
序
不
以
他
属
而
以
属
余
、
蓋
以
酸
鹹
之
嗜
、
両

人
有
同
氷
焉
（
大
集
の
序
、
他
を
以
て
属
せ
ず
し
て
以
て
余
に
属
す
る
は
、
蓋
し
以
へ
ら
く
酸
鹹
の
嗜
、
両
人
焉
に
同
氷
有
り
、
と
）」

（
蒋
「
序
」、
同
前
）
と
述
べ
た
よ
う
に
、
蒋
士
銓
は
作
詩
に
お
い
て
趙
翼
と
意
気
投
合
で
あ
っ
た
︒
蒋
士
銓
に
と
っ
て
、
趙
翼
の
広
西

を
含
む
西
南
部
の
風
土
に
触
発
さ
れ
た
詩
作
こ
そ
、
彼
の
最
も
優
れ
た
作
品
群
で
あ
っ
た
︒
具
体
的
に
は
、「
軺
を
乗
り
俗
を
問
ふ
」
は
、

前
述
の
「
陽
朔
山
」
に
お
け
る
「
一
々
に
し
て
土
諺
に
詢
ぬ
る
暇
あ
ら
ず
」
と
い
う
一
句
と
対
応
し
、「
陽
朔
山
」
の
よ
う
な
作
品
を
指

す
︒
ま
た
「
鞭
を
停
め
て
古
を
覧
る
」
は
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
か
ら
割
愛
し
た
が
、
唐
の
南
詔
が
割
拠
し
唐
王
朝
を
防
御
す
る
た

め
に
築
い
た
竜
尾
関
を
詠
ん
だ
「
下
関
」（『
甌
北
集
』
巻
十
四
）
や
北
宋
の
狄
青
が
儂
智
高
を
掃
討
し
た
古
戦
場
を
詠
ん
だ
「
崑
崙
関

詠
古
」（『
甌
北
集
』
巻
十
三
）
な
ど
の
作
品
が
該
当
す
る
︒
つ
ま
り
、
蒋
士
銓
の
評
価
は
、
趙
翼
の
「
生
面
を
開
く
」
と
い
う
解
釈
と
、

彼
の
広
西
に
お
け
る
創
作
活
動
と
に
対
応
し
て
い
る
︒
こ
の
対
応
は
、
蒋
士
銓
と
趙
翼
が
と
も
に
中
央
官
僚
と
し
て
、
遠
隔
地
で
未
経
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験
の
土
地
を
描
こ
う
と
す
る
、
と
い
う
共
通
意
識
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
実
は
、
王
鳴
盛
の
『
甌
北
集
』
二
十
七
巻
本
へ
の
序

文
と
、
銭
大
昕
の
『
甌
北
集
』
三
十
三
巻
本
へ
の
序
文
に
も
、
蒋
士
銓
の
評
価
と
同
様
の
言
説
が
見
ら
れ
る（

（1
（

︒

四
、
袁
枚
の
「
生
面
を
開
く
」
へ
の
解
釈
に
つ
い
て

さ
て
、
袁
枚
の
「
謝
趙
耘
菘
観
察
見
訪
湖
上
兼
題
其
所
著
甌
北
集
二
首
」
其
一
を
見
よ
う
︒

集
如
金
海
自
雕
搜
　
満
紙
風
雷
筆
未
休
　
　
集
　
金
海
の
如
く
自
ら
雕
搜
し
、
満
紙
　
風
雷
　
筆
未
だ
休
ま
ず
︒

生
面
果
然
開
一
代
　
古
人
原
不
占
千
秋
　
　
生
面
を
果
然
と
し
て
一
代
に
開
き
、
古
人
原
よ
り
千
秋
を
占
め
ず
︒

交
非
同
調
情
難
密
　
官
到
残
棋
局
可
收
　
　
交
は
り
　
同
調
に
非
ず
ん
ば
情
密
き
難
く
、
官
　
残
棋
に
到
れ
ば
局
を
收
む
べ
し
︒

我
倘
渡
江
双
槳
便
　
定
来
甌
北
捉
閑
鷗
　
　
我
倘
し
江
を
渡
り
双
槳
便
く
ん
ば
、
定
め
て
甌
北
に
来
た
り
閑
鷗
を
捉
ふ
︒

こ
の
題
詩
は
、
前
述
の
蔣
士
銓
序
か
ら
二
年
後
の
乾
隆
四
十
四
年
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
作
品
の
背
景
と
し
て
、
同
年
正
月
、

袁
枚
は
南
京
を
発
ち
杭
州
に
向
か
い
、
二
月
以
降
は
西
湖
に
滞
在
し
た
︒
同
二
月
、
趙
翼
は
母
の
喪
服
を
脱
ぎ
、
家
計
の
事
情
に
よ
り

浙
江
に
赴
い
た
︒
そ
の
際
、
西
湖
で
袁
枚
と
会
面
し
、
自
ら
の
新
刊
『
甌
北
集
』
二
十
四
巻
を
呈
上
し
た
︒
し
た
が
っ
て
、「
生
面
を
果

然
と
し
て
一
代
に
開
く
」
と
い
う
一
句
は
、
趙
翼
の
広
西
詩
の
み
な
ら
ず
『
甌
北
集
』
全
体
へ
の
評
価
で
あ
る
︒
一
方
、
こ
の
一
句
は
、

袁
枚
の
女
弟
子
で
あ
る
席
佩
蘭
が
、
袁
枚
の
誕
生
日
を
祝
う
た
め
に
作
っ
た
寿
詩
「
寿
簡
斎
先
生
」（『
長
真
閣
詩
集
』
卷
三
、
光
緒
強

氏
南
皋
草
盧
本
）
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
同
詩
で
は
袁
枚
の
作
詩
に
つ
い
て
、「
風
神
漫
擬
逼
香
山
、
標
格
応
参
陶
杜
間
︒
生
面

果
然
開
一
代
、
新
声
奚
止
付
双
鬟
（
風
神
漫
ろ
に
香
山
に
逼
む
る
に
擬
し
、
標
格
応
に
陶
杜
の
間
に
参
る
べ
し
︒
生
面
を
果
然
と
し
て

一
代
に
開
き
、
新
声
奚
ぞ
止
だ
双
鬟
に
付
す
る
の
み
な
ら
ん
や
︒）」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
、
袁
枚
の
作
詩
の
精
神
が
白
居
易

に
近
く
、
品
格
が
陶
淵
明
と
杜
甫
を
兼
ね
、
更
に
自
ら
の
個
性
が
一
世
を
風
靡
し
、
そ
の
新
作
が
周
囲
の
女
弟
子
だ
け
で
は
な
く
世
の

中
に
も
広
ま
っ
て
い
た
と
、
席
佩
蘭
は
袁
枚
を
当
代
随
一
の
詩
人
と
し
て
崇
め
て
い
る
︒

ま
た
、
こ
の
作
品
の
末
尾
の
「
六
旬
万
首
莫
誇
多
（
六
旬
に
万
首
あ
る
も
多
き
を
誇
る
な
か
れ
）」
と
い
う
一
句
か
ら
、「
寿
簡
斎
先

生
」
は
袁
枚
が
六
十
歳
の
乾
隆
四
十
年
（
一
七
七
五
）
に
作
ら
れ
た
と
比
定
さ
れ
る
︒
す
な
わ
ち
、
袁
枚
の
『
甌
北
集
』
へ
の
題
詩
の
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四
年
前
に
あ
た
る
︒
袁
枚
は
、
か
つ
て
庶
吉
士
と
し
て
翰
林
院
で
学
ん
だ
経
験
が
あ
る
た
め
、
趙
翼
の
広
西
詩
に
与
え
ら
れ
た
中
央
官

僚
た
ち
の
共
通
意
識
を
見
落
と
す
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
す
る
と
、
こ
の
一
語
に
対
し
て
、
袁
枚
が
蔣
士
銓
の
序
文
と
同
じ
解
釈
を
取
ら

ず
、
席
佩
蘭
の
寿
詩
か
ら
表
現
を
取
っ
た
こ
と
に
は
、
深
い
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
先
述
の
通
り
、「
生
面
を
果
然
と
し
て
一
代

に
開
く
」
と
い
う
一
句
は
、
席
佩
蘭
が
袁
枚
を
当
代
随
一
の
詩
人
と
し
て
讃
え
た
寿
詩
に
見
ら
れ
た
用
例
で
あ
る
︒
袁
枚
が
こ
の
一
句

を
趙
翼
に
贈
っ
た
と
い
う
行
為
に
は
、
趙
翼
を
自
分
と
同
格
の
詩
人
と
見
做
す
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
︒

と
は
い
え
、
袁
枚
の
標
榜
は
条
件
付
き
で
あ
り
、
そ
の
点
も
彼
の
題
詩
の
中
に
読
み
取
れ
る
︒
前
掲
の
題
詩
の
中
の
、「
交
は
り
同
調

に
非
ず
ん
ば
情
密
き
難
し
」
と
い
う
一
句
は
、
杜
甫
「
徒
歩
帰
行
」
に
見
え
る
「
論
交
何
必
先
同
調
（
交
を
論
ず
る
何
ぞ
必
ず
し
も
同

調
を
先
に
せ
ん
）」（『
杜
甫
詳
注
』
巻
五
）
を
根
拠
し
た
︒
杜
甫
の
詩
は
、
貧
し
く
低
い
身
分
の
自
分
と
、
武
勲
を
立
て
栄
達
し
た
李
嗣

業
と
の
間
に
、
大
き
な
身
分
差
が
あ
っ
て
も
、
心
の
ふ
れ
あ
い
こ
そ
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
︒
こ
れ
に
対
し
て
、
袁
枚
は
、
身
分
が
異

な
れ
ば
情
誼
も
長
続
き
し
な
い
と
強
調
し
た
︒
さ
ら
に
、
も
し
趙
翼
が
引
退
す
れ
ば
、
自
ら
揚
子
江
を
渡
っ
て
常
州
に
住
む
彼
を
訪
れ

よ
う
と
快
諾
し
た
︒
つ
ま
り
、
在
野
の
郷
紳
と
な
っ
た
袁
枚
は
、
趙
翼
の
引
退
を
前
提
と
し
て
、
彼
を
自
分
と
同
格
の
詩
人
と
し
て
長

く
扱
い
続
け
る
の
で
あ
る
︒
実
際
、
趙
翼
は
、
同
年
九
月
、
病
を
理
由
に
補
任
を
辞
退
し
、
つ
い
に
在
野
の
郷
紳
と
な
っ
た
︒

こ
こ
で
示
さ
れ
た
、
袁
枚
と
趙
翼
の
身
分
上
の
衝
突
は
、「
生
面
を
開
く
」
と
い
う
一
語
の
解
釈
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
︒
先
述
の
通

り
、
中
央
官
僚
た
ち
は
「
生
面
を
開
く
」
を
用
い
た
際
に
、
未
知
の
土
地
へ
の
好
奇
心
に
基
づ
き
、
概
ね
趙
翼
の
広
西
詩
を
対
象
と
し

て
い
た
︒
彼
ら
の
嗜
好
に
対
し
て
、
袁
枚
は
明
確
に
反
対
の
立
場
を
示
し
た
︒
こ
の
点
は
、
乾
隆
五
十
年
（
一
七
八
五
）、
袁
枚
が
『
甌

北
集
』
二
十
七
巻
の
た
め
に
書
い
た
序
文
（
袁
枚
「
甌
北
集
序
」、『
甌
北
集
』
附
録
三
「
序
跋
」）
に
裏
付
け
ら
れ
る
︒

 

　
今
夫
越
女
之
論
剣
術
曰
、
妾
非
受
於
人
也
、
而
忽
自
有
之
︒
夫
自
有
之
者
、
非
人
与
之
、
天
与
之
也
︒
天
之
所
与
、
豈
独
越
女

哉
︒
︙
（
中
略
）
︙
耘
菘
之
於
詩
、
目
之
所
寓
、
即
書
矣
︒
心
之
所
之
、
即
録
矣
︒
︙
（
中
略
）
︙
余
之
為
耘
菘
言
者
、
亦
止
此

而
已
矣
︒
或
謂
耘
菘
従
征
滇
徼
、
官
海
南
、
黔
中
、
得
江
山
助
、
故
能
以
詩
豪
︒
余
謂
不
然
︒
世
之
行
万
里
、
歴
険
艱
者
、
或
十

倍
焉
、
而
無
加
於
詩
如
故
也
︒（
今
夫
れ
越
女
の
剣
術
を
論
ず
る
に
曰
は
く
、
妾
人
よ
り
受
く
る
に
非
ざ
る
な
り
、
而
う
し
て
忽
ち

自
ら
之
を
有
す
︒
夫
れ
自
ら
之
を
有
す
る
は
、
人
之
に
与
ふ
る
に
非
ず
、
天
之
に
与
ふ
る
な
り
︒
天
の
与
ふ
る
所
、
豈
に
独
り
越

女
な
ら
ん
や
︒
︙
（
中
略
）
︙
耘
菘
の
詩
に
於
け
る
や
、
目
の
寓
す
る
所
、
即
ち
書
す
︒
心
の
之
く
所
、
即
ち
録
す
︒
︙
（
中
略
）
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︙
余
の
耘
菘
の
為
に
言
ふ
は
、
亦
た
此
に
止
ま
る
の
み
︒
或
ひ
と
謂
は
く
、
耘
菘
滇
徼
に
従
征
せ
ら
れ
、
海
南
と
黔
中
と
に
官
せ

ら
れ
、
江
山
の
助
け
を
得
、
故
に
能
く
詩
を
以
て
豪
る
、
と
︒
余
謂
は
く
、
然
ら
ず
︒
世
の
万
里
を
行
き
、
険
艱
を
歴
る
者
、
或

い
は
十
倍
す
る
な
り
、
而
る
に
詩
に
加
ふ
る
な
き
こ
と
は
故
の
如
き
な
り
︒）

こ
こ
で
引
用
さ
れ
た
部
分
に
は
、
袁
枚
が
論
述
を
敷
衍
し
た
部
分
は
省
略
す
る
︒
そ
し
て
、
袁
枚
の
核
心
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
越

女
は
、『
呉
越
春
秋
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
巻
五
を
出
典
と
し
、
絶
世
の
剣
術
で
越
王
に
宮
廷
ま
で
招
か
れ
、
そ
の
途

次
で
翁
に
化
け
た
猿
と
出
会
い
、
こ
れ
を
撃
破
し
た
︒
袁
枚
は
、
越
女
の
剣
術
が
自
然
に
身
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
の

と
同
様
に
、
趙
翼
の
作
詩
も
、
後
天
的
な
影
響
を
受
け
ず
、
自
然
に
身
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
︒
さ
ら
に
袁
枚
は
、

趙
翼
が
「
江
山
の
助
け
」
を
得
て
作
詩
を
誇
っ
て
い
る
と
い
う
見
解
を
批
判
し
て
い
る
︒「
江
山
の
助
け
を
得
」
と
い
う
表
現
は
、
明
ら

か
に
蒋
士
銓
の
序
文
に
お
け
る
「
江
山
戎
馬
の
助
け
」
と
重
な
る
が
、
蒋
士
銓
の
名
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
︒
こ
れ
は
、
袁
枚
が
蒋
士

銓
一
人
を
批
判
し
た
の
で
は
な
く
、
蒋
士
銓
と
同
じ
見
解
を
持
つ
中
央
官
僚
た
ち
全
体
を
批
判
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

し
た
が
っ
て
、
こ
の
序
文
に
お
い
て
、
袁
枚
は
、「
性
霊
説
」
と
い
う
文
学
論
を
展
開
す
る
の
み
な
ら
ず
、
趙
翼
の
官
僚
と
い
う
身
分
お

よ
び
そ
れ
に
伴
う
創
作
の
場
を
消
去
し
、
趙
翼
を
純
粋
か
つ
「
性
霊
派
」
の
詩
人
と
し
て
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
︒
先
述
の
通
り
、
こ

れ
ま
で
趙
翼
の
作
品
を
「
生
面
を
開
く
」
と
評
価
し
て
い
た
の
は
、
す
べ
て
彼
の
同
僚
で
あ
り
、
創
作
の
場
も
同
僚
た
ち
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
た
︒
趙
翼
を
「
性
霊
派
」
の
詩
人
と
し
て
扱
う
こ
と
は
、
本
来
不
可
能
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
、
趙
翼
の
官
僚
か
ら
純
粋
な

詩
人
へ
の
身
分
転
換
は
、
趙
翼
の
退
官
と
い
う
事
実
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
詩
壇
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
、
袁
枚
が
意
識
的
に
創
出
し

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
章
で
検
討
す
る
︒

五
、
趙
翼
の
身
分
転
換
と
「
性
霊
派
」
の
成
立
に
つ
い
て

こ
こ
で
、
話
を
乾
隆
三
十
八
年
（
一
七
七
三
）
に
遡
る
︒
先
述
の
通
り
、
同
年
、
趙
翼
は
「
乞
養
」
を
申
請
し
、
故
郷
の
常
州
に
帰
っ

て
町
の
郊
外
で
在
野
の
生
活
を
送
り
始
め
た
︒
し
か
し
、
仕
官
の
道
か
ら
身
を
引
い
た
こ
と
に
よ
り
、
趙
翼
は
創
作
の
場
を
失
っ
た
︒

乾
隆
四
十
年
（
一
七
七
五
）
に
作
ら
れ
た
「
編
詩
」（『
甌
北
集
』
巻
二
十
二
）
に
は
、「
欧
陽
昔
作
文
、
喜
共
師
魯
批
（
欧
陽
昔
文
を
作
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り
、
喜
び
て
師
魯
と
共
に
批
す
）」、「
我
今
無
此
友
、
将
欲
索
解
誰
（
我
今
此
の
友
無
く
、
将
に
誰
か
に
索
解
せ
ん
と
欲
す
る
）」
と
記

さ
れ
、
彼
の
落
莫
の
心
情
が
描
か
れ
て
い
る
︒
欧
陽
脩
と
伊
洙
は
洛
陽
の
銭
惟
演
幕
府
の
中
で
互
い
に
文
章
を
磨
き
合
い
、
同
人
の
謝

絳
や
梅
堯
臣
も
集
ま
っ
た（

（1
（

︒
趙
翼
に
と
っ
て
、
銭
惟
演
幕
府
に
相
当
す
る
も
の
は
、
北
京
の
軍
機
処
や
翰
林
院
な
ど
の
官
署
で
あ
っ
た
︒

こ
の
よ
う
な
友
と
の
別
れ
、
ま
た
は
創
作
の
場
の
喪
失
は
、「
門
任
婦
持
便
我
懶
、
詩
無
人
解
向
児
伝
（
門
婦
持
ず
る
に
任
せ
我
便
こ
こ
ろ
よ

く

て
懶
り
、
詩
人
解
す
る
無
く
児
に
向
ひ
て
伝
ふ
）」（「
漫
興
」
六
首
其
一
、『
甌
北
集
』
巻
二
十
二
）
な
ど
の
句
に
も
表
れ
て
い
る
︒
す

る
と
、
袁
枚
へ
の
接
近
は
、
趙
翼
が
新
た
な
創
作
の
場
を
求
め
る
行
動
と
し
て
理
解
で
き
る
︒

乾
隆
四
十
三
年
（
一
七
七
八
）
に
、
趙
翼
は
『
甌
北
集
』
二
十
二
巻
を
二
十
四
ま
で
増
補
・
刊
行
し
た
︒
こ
の
増
補
さ
れ
た
二
巻
の

中
に
は
、「
題
袁
子
才
小
倉
山
房
集
」
二
首
（『
甌
北
集
』
巻
二
十
三
）、「
再
題
小
倉
山
房
集
」（
同
巻
）、「
小
倉
山
房
集
中
有
詠
物
九
首

戯
用
其
韻
」（
同
巻
）
な
ど
、
袁
枚
に
関
係
す
る
作
品
が
集
中
さ
れ
て
い
る
︒
特
に
「
題
袁
子
才
小
倉
山
房
集
」
其
一
に
は
、「
作
宦
不

曽
逾
十
年
、
及
身
早
自
定
千
秋
（
宦
と
作
る
こ
と
曽
て
十
年
を
逾
え
ず
、
身
に
及
ぶ
こ
と
早
に
自
ら
千
秋
に
定
む
）」
と
あ
り
、
袁
枚
が

在
野
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
詩
歌
が
不
朽
で
あ
る
こ
と
を
表
彰
し
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
乾
隆
四
十
四
年
に
、
趙
翼
が
袁
枚
を

訪
問
す
る
前
の
準
備
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
近
年
の
袁
枚
研
究
で
は
、
乾
隆
四
十
三
年
か
ら
乾
隆
四
十
六
ま
で
の
三
年
間
は
、
袁

枚
が
『
随
園
詩
話
』
を
編
集
す
る
う
え
で
、
重
要
な
草
案
段
階
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

︒
袁
枚
自
身
も
、
杭
州
滞
在
中
に
、「
余

在
杭
州
、
杭
人
知
作
詩
話
、
争
以
詩
來
、
求
摘
句
者
、
無
慮
百
首
（
余
杭
州
に
在
り
、
杭
人
詩
話
を
作
る
を
知
り
、
争
ひ
て
詩
を
以
て

来
た
り
、
摘
句
を
求
む
る
は
、
無
慮
百
首
あ
り
）」（『
随
園
詩
話
』
巻
六
、『
袁
枚
全
集
新
編
』
所
収
、
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
八

年
）
と
記
し
、
そ
の
盛
況
ぶ
り
を
誇
っ
て
い
る
︒
趙
翼
の
訪
問
も
こ
の
盛
況
の
一
例
で
あ
っ
た
︒

袁
枚
と
会
面
し
た
趙
翼
は
、
袁
枚
に
よ
る
「
生
面
果
然
と
し
て
一
代
に
開
く
」
と
い
う
表
彰
を
受
け
、
ま
も
な
く
江
南
地
域
に
そ
の

名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
乾
隆
四
十
九
年
（
一
七
八
四
）、
趙
翼
は
兩
淮
鹽
使
の
全
徳
に
招
か
れ
、
揚
州
の
安
定
書
院
に
お
い
て

講
座
を
開
い
た
︒
そ
の
際
、
文
人
の
范
起
鳳
か
ら
献
上
さ
れ
た
贈
詩
（
范
起
鳳
「
范
瘦
生
枉
訪
並
投
佳
什
次
韻
奉
答
」
原
作
、『
甌
北

集
』
巻
二
十
八
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
、「
生
面
を
開
く
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
︒

公
身
原
是
玉
堂
仙
　
上
苑
探
花
旧
著
鞭
　
　
公
の
身
　
原
よ
り
是
れ
玉
堂
の
仙
、
上
苑
に
花
を
探
り
　
旧
よ
り
鞭
を
著
く
︒

生
面
独
開
千
秋
下
　
大
名
群
仰
廿
年
前
　
　
生
面
を
独
り
千
秋
の
下
に
開
き
、
大
名
は
群
れ
に
廿
年
前
よ
り
仰
が
る
︒
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范
起
鳳
は
、
沈
徳
潜
の
高
弟
で
あ
り
、
科
挙
に
挫
折
し
た
後
、
晩
年
は
揚
州
府
の
府
立
学
校
で
教
鞭
を
執
っ
た（

（1
（

︒
一
方
で
、
彼
は
袁

枚
を
崇
め
、
袁
枚
に
対
す
る
悪
口
を
聞
く
と
、
不
平
を
感
じ
そ
れ
を
袁
枚
に
伝
え
る
こ
と
も
あ
っ
た（

（1
（

︒
つ
ま
り
、
彼
は
江
南
地
域
の
下

層
知
識
人
の
立
場
に
あ
っ
た
︒
そ
の
「
生
面
を
独
り
千
秋
の
下
に
開
く
」
と
い
う
表
現
も
、
袁
枚
の
「
生
面
を
果
然
と
し
て
一
代
に
開

く
」
を
踏
襲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
す
な
わ
ち
、
范
起
鳳
の
趙
翼
に
対
す
る
評
価
は
、
袁
枚
を
媒
介
に
し
た
も
の
で
あ
る
︒

次
に
、
乾
隆
五
十
一
年
（
一
七
八
六
）、
文
人
の
吳
蔚
光
が
趙
翼
を
訪
れ
、
そ
の
贈
詩
（「
次
韻
答
呉
竹
橋
別
後
見
寄
之
作
」
原
作
、

『
甌
北
集
』
巻
三
十
）
に
も
、「
独
開
生
面
奇
劖
嶂
、
直
抒
中
懐
快
瀉
川
（
独
り
生
面
を
開
く
は
奇
し
く
劖
ら
る
る
嶂
、
直
ち
に
中
懐
を

抒
ぶ
る
は
快
く
瀉
す
る
川
）」
と
あ
り
、「
生
面
を
開
く
」
と
い
う
一
語
が
見
ら
れ
る
︒
呉
蔚
光
は
、
蘇
州
府
昭
文
県
出
身
で
、
乾
隆
四

十
五
年
に
進
士
及
第
し
、
庶
吉
士
に
抜
擢
さ
れ
た
が
、
履
修
終
了
後
、
翰
林
院
に
残
る
こ
と
が
で
き
ず
、
礼
部
主
事
に
転
任
さ
れ
た
︒

そ
の
後
間
も
な
く
病
休
で
帰
郷
し
、
音
楽
と
遊
覧
の
生
活
を
送
っ
た（

（1
（

︒
よ
っ
て
、
呉
蔚
光
は
江
南
地
域
の
裕
福
層
文
人
の
立
場
に
あ
っ

た
︒
ま
た
前
述
の
袁
枚
の
杭
州
滞
在
期
に
お
い
て
、
呉
蔚
光
も
訪
問
者
の
一
人
で
あ
っ
た（

（1
（

︒
彼
の
「
独
り
生
面
を
開
く
は
奇あ
や

し
く
劖
ら

る
る
嶂
」
と
い
う
表
現
は
、
趙
翼
の
作
品
が
奇
抜
な
山
の
よ
う
に
個
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
︒
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
対
句
は
、

趙
翼
の
作
品
が
迸
る
川
の
よ
う
に
胸
中
の
思
い
を
伝
え
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
︒
し
た
が
っ
て
、
吳
蔚
光
の
「
生
面
を
開
く
」

と
い
う
表
現
も
、
袁
枚
の
用
例
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
も
袁
枚
を
媒
介
と
し
て
趙
翼
の
詩
歌
を
評
価
し
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

さ
ら
に
、
乾
隆
五
十
七
年
（
一
七
九
二
）、
増
刻
さ
れ
た
『
随
園
詩
話
』
補
遺
巻
五
に
は
、
秀
才
の
呉
楷
が
、
揚
州
の
書
院
で
袁
枚
が

趙
翼
に
題
し
た
「
生
面
を
果
然
と
し
て
一
代
に
開
く
」
を
、
趙
翼
が
袁
枚
に
贈
っ
た
「
身
に
及
ぶ
こ
と
早
に
自
ら
千
秋
に
定
む
」
に
対

さ
せ
、
一
聯
を
な
し
て
趙
翼
に
贈
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
︒
こ
こ
に
言
及
さ
れ
た
秀
才
の
呉
楷
は
、『
淮
海
英
霊
集
』
に
記
載
さ

れ
る
邑
諸
生
の
呉
楷
と
同
一
人
物
だ
と
思
わ
れ
る
︒
そ
れ
は
、
秀
才
が
明
清
時
代
に
お
い
て
学
校
に
在
籍
し
て
ま
だ
郷
試
に
合
格
し
て

い
な
い
人
を
指
す
た
め
で
あ
る
︒
す
る
と
、
呉
楷
は
、
揚
州
府
所
轄
の
儀
徴
県
出
身
で
、
諸
生
の
ま
ま
生
涯
を
終
え
た
︒
彼
の
詩
集
に

は
『
含
薫
詩
』
三
巻
と
『
丹
橘
林
詩
』
二
巻
が
あ
り
、
沈
徳
潜
と
銭
陳
群
が
そ
の
序
文
を
書
い
た（

（1
（

︒
よ
っ
て
、
呉
楷
は
、
范
起
鳳
と
同

様
に
、
江
南
地
域
の
下
層
知
識
人
で
あ
り
、
か
つ
て
沈
徳
潜
と
銭
陳
群
を
崇
め
た
が
、
両
者
没
後
は
袁
枚
と
趙
翼
を
崇
め
る
よ
う
に
至
っ

た
︒
呉
楷
が
趙
翼
を
評
価
す
る
際
に
も
、
袁
枚
の
影
響
が
介
在
し
て
い
た
︒

上
述
の
通
り
、
引
退
に
よ
っ
て
創
作
の
場
を
失
っ
た
元
中
央
官
僚
の
趙
翼
は
、
袁
枚
の
推
挙
を
介
し
て
、
こ
れ
ま
で
親
し
み
の
薄
か
っ
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た
江
南
地
域
の
詩
壇
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
︒
特
に
、
袁
枚
が
女
弟
子
か
ら
自
ら
に
贈
ら
れ
た
「
生
面
を
果
然
と
し
て
一
代
に
開
く
」
と

い
う
一
句
で
趙
翼
を
評
価
し
た
こ
と
は
、
趙
翼
が
自
ら
の
作
詩
に
お
け
る
同
士
且
つ
同
格
者
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
、
江
南
地
域

の
文
人
た
ち
に
印
象
付
け
、
趙
翼
も
「
性
霊
派
」
の
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒「
性
霊
派
」
に
、
袁
枚
以
外
の
有
力
な
詩

人
が
加
わ
っ
た
の
も
、
こ
の
評
価
が
契
機
で
あ
っ
た
︒
清
中
期
詩
歌
史
に
お
い
て
は
、「
性
霊
派
」
を
論
ず
る
際
に
、
趙
翼
が
袁
枚
に
次

ぐ
第
二
の
詩
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
も
、
袁
枚
の
「
生
面
を
開
く
」
と
い
う
評
価
が
縁
起
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
︒
よ
っ
て
、

「
性
霊
派
」
の
成
立
は
、
①
袁
枚
に
よ
る
「
性
霊
説
」
の
提
唱
、
②
中
央
官
僚
出
身
の
趙
翼
の
身
分
転
換
、
③
下
層
知
識
人
に
よ
る
干
謁

活
動
、
と
い
う
三
方
向
の
要
素
が
総
合
的
に
作
用
し
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
︒
特
に
、
中
央
官
僚
の
身
分
転
換
や
下
層
知
識
人
の
干

謁
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
の
文
学
史
研
究
に
お
い
て
関
心
が
薄
か
っ
た
領
域
で
あ
り
、
今
後
も
検
討
を
進
め
た
い
︒

注

（
１
）  

厳
廸
昌
『
清
詩
史
』（
五
南
図
書
出
版
有
限
公
司
、
一
九
九
八
年
）、
同
氏
の
未
刊
稿
「「
和
而
不
同
」
之
乾
隆
「
三
大
家
」」（『
清
代
文

学
史
案
』
所
収
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
二
四
年
）、
邱
紅
「「
乾
隆
三
大
家
」
説
在
江
南
地
区
的
産
生
、
伝
播
与
異
議
」（『
古
代
文
学

理
論
研
究
』
二
〇
二
二
年
第
二
期
）
な
ど
を
参
照
︒

（
２
）  

「
袁
於
趙
亦
神
交
久
矣
、
一
旦
相
見
即
意
気
相
投
、
生
面
果
然
開
一
代
、
古
人
原
不
占
千
秋
︒
則
対
趙
氏
之
独
創
精
神
欽
佩
不
已
」、
王

英
志
『
性
霊
派
研
究
』（
遼
寧
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
二
一
〇
頁
を
参
照
︒

（
３
）  

「
趙
翼
的
詩
歌
抒
写
性
霊
、
自
由
独
創
、
這
種
創
作
精
神
則
与
袁
枚
完
全
一
致
、
也
与
他
自
身
的
理
論
観
点
正
相
吻
合
、
誠
如
袁
枚
謝
趙

耘
菘
観
察
見
訪
湖
上
、
兼
題
其
所
著
甌
北
集
二
首
之
二
所
云
、
生
面
果
然
開
一
代
、
古
人
原
不
占
千
秋
」、
朱
則
傑
『
清
詩
史
』（
江
蘇
古

籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）、
二
八
三
頁
を
参
照
︒

（
４
）  

趙
翼
の
生
涯
は
、
陳
清
雲
『
趙
翼
年
譜
新
編
』（
上
海
世
紀
出
版
集
団
、
二
〇
一
六
年
）、
袁
枚
の
生
涯
は
、
鄭
幸
『
袁
枚
年
譜
新
編
』

（
上
海
世
紀
出
版
集
団
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
︒

（
5
）  

高
崇
蘭
『
集
千
家
註
批
點
杜
工
部
詩
集
』（
八
木
書
店
、
一
九
八
一
年
）
巻
十
一
「
丹
青
引
」
注
を
参
照
︒
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（
6
）  

張
仲
謀
『
清
代
文
化
与
浙
派
詩
』（
東
方
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
︒

（
7
）  

王
小
恒
「
天
津
査
氏
的
遭
際
、
心
態
及
其
水
西
荘
的
営
建
―
以
査
為
仁
為
中
心
」（『
図
書
与
情
報
』
二
〇
一
三
年
第
五
期
）
を
参
照
︒

（
8
）  
青
木
正
児
『
清
代
文
学
評
論
史
』（
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
）
第
六
章
「
蒋
士
銓
（
清
容
）
と
趙
翼
（
甌
北
）」
を
参
照
︒

（
9
）  
「
猓
花
」
と
「
犵
鳥
」
は
、『
甌
北
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
に
「
倮
花
」
と
「
仡
鳥
」
と
な
っ
て
い
る
︒『
続
修
四
庫

全
書
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
所
収
『
甌
北
集
』
刻
本
に
よ
っ
て
改
正
す
︒

（
10
）  

「
井
西
道
人
画
不
得
、
自
有
此
山
無
此
亭
︒」、『
敬
業
堂
詩
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
巻
三
十
九
、
一
〇
六
三
頁
、
又

「（
朱
彝
尊
）
井
西
道
人
画
不
得
、（
查
慎
行
）
暖
翠
浮
嵐
如
此
濃
︒」、
同
前
巻
二
十
四
、
六
四
六
頁
を
参
照
︒

（
11
）  

「
唐
楊
蘧
曾
到
嶺
外
、
見
陽
朔
、
荔
浦
山
水
、
談
不
容
口
︒
俄
而
求
選
彼
邑
、
挈
家
南
去
︒」、『
敬
業
堂
詩
集
』
卷
三
十
一
を
参
照
︒

（
12
）  

王
鳴
盛
「
甌
北
集
序
」、「
其
出
塞
之
作
、
境
奇
詩
益
奇
、
皆
人
耳
目
所
未
聞
、
目
所
未
睹
」、『
甌
北
集
』
附
録
三
、
一
四
四
一
頁
、
又

銭
大
昕
「
及
乎
出
守
辺
郡
、
従
軍
滇
徼
、
観
察
黔
西
、
簿
書
填
委
、
目
不
暇
給
、
而
所
作
益
奇
而
工
︒
︙
（
中
略
）
︙
最
耘
菘
所
渉
之
境

凡
三
変
、
而
毎
渉
一
境
、
即
有
一
境
之
詩
以
副
之
︒」、
同
前
、
一
四
四
七
頁
を
参
照
︒

（
13
）  

王
水
照
『
北
宋
三
大
文
人
集
団
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
）
第
一
章
「
銭
（
惟
演
）
幕
僚
佐
集
団
」
を
参
照
︒

（
14
）  

鄭
幸
「
従
稿
本
至
刻
本
:『
随
園
詩
話
』
的
創
作
過
程
与
文
本
変
化
」（『
文
献
』
二
〇
二
五
年
第
三
期
）
を
参
照
︒

（
15
）  

「
以
能
詩
名
、
為
長
洲
沈
文
愨
徳
潜
高
弟
︒
従
事
幕
府
、
大
江
南
北
︒
︙
（
中
略
）
︙
晩
客
教
授
李
保
泰
揚
州
学
署
、
以
疾
返
呉
中
、
尋

卒
︒」、
朱
延
射
、
潘
履
祥
『
光
緒
宝
山
県
志
』（
上
海
書
店
、
一
九
九
一
年
）
巻
十
を
参
照
︒

（
16
）  

「
汪
大
紳
道
余
詩
似
楊
誠
斎
、
范
瘦
生
大
不
服
、
来
告
余
︒」、
袁
枚
『
随
園
詩
話
』（『
袁
枚
全
集
新
編
』
所
収
、
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二

〇
一
八
年
）
巻
八
を
参
照
︒

（
17
）  

「
竹
橋
初
登
詞
館
、
継
改
儀
曹
、
志
尚
幽
閑
、
即
辞
華
膴
︒
︙
（
中
略
）
︙
且
与
門
人
鮑
叔
冶
等
及
女
士
席
佩
蘭
、
屈
宛
仙
弦
詩
読
画
、

粉
墨
淋
漓
︒」、
王
昶
『
湖
海
詩
伝
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
巻
三
十
六
を
参
照
︒

（
18
）  

鄭
幸
『
袁
枚
年
譜
新
編
』、
四
五
三
頁
を
参
照
︒

（
19
）  

「
呉
楷
、
字
一
山
、
儀
徵
人
、
邑
諸
生
︒
︙
（
中
略
）
︙
有
含
薰
詩
三
巻
、
丹
橘
林
詩
二
巻
︒
長
洲
沈
文
愨
、
嘉
興
銭
文
端
序
之
︒」、
阮

元
『
淮
海
英
霊
集
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五
年
）
丁
集
巻
三
を
参
照
︒
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